
１ 単元名  近現代の日本と世界 

「日本の民主化と国際社会への参加」（全４時間） 

                          笠松町立笠松中学校 北村昌弘 

２ 単元のねらい 

○ 第２次世界大戦後，国際社会へ復帰するまでの我が国の民主化と再建の過程や国際社会への参加について，世界の動きと関連させて

理解することができる。 
○ 国による急激な戦後の民主化の中で苦難を乗り越えて，新日本の建設に努力し今日の発展の基礎を築いていった国民の生き方に共感

できる。 
 

３ 単元で培いたい学び方 

   我が国の民主化と再建の過程や国際社会への参加について，様々な資料を適切に収集，選択，活用して，世界の動きと関連させて考

える学び方。 

 

４ 内容のまとまりごとの評価規準  歴史的分野の内容（５）  「近現代の日本と世界」 

ア 社会的事象への関心・意

欲・態度 
イ 社会的な思考・判断 ウ 資料活用の技能・表現 エ 社会的事象についての知

識・理解 
 我が国の近現代の歴史とそ

れにかかわる世界の動きに対

する関心を高め，意欲的に追究

し，国際協調の精神を養い国民

としての自覚をもとうとする。 

 我が国の近現代の歴史とそれ

にかかわる世界の動きから課題

を見いだし，歴史の流れと時代

の特色を多面的・多角的に考察

し，公正に判断している。 

 我が国の近現代の歴史とそ

れにかかわる世界の動きに関

する様々な資料を収集し，適切

に選択して活用するとともに，

追究し考察した過程や結果を

まとめたり，説明したりしてい

る。 

 我が国の近現代の歴史とそ

れにかかわる世界の動きを理

解し，その知識を身に付けてい

る。 

５ 単元の評価規準 

 ア 社会的事象への関心・意
欲・態度 

イ 社会的な思考・判断 ウ 資料活用の技能・表現 エ 社会的事象についての知

識・理解 
単

元

の

評

価

規

準 

 第二次世界大戦後，国際社会

に復帰するまでの我が国の動

きに対する関心を高め，意欲的

に追究している。 

 第二次世界大戦後，国際社会

に復帰するまでの我が国の民主

化と再建の過程や国際社会への

参加を多面的・多角的に考察し，

公正に判断している。 

 第二次世界大戦後，国際社会

に復帰するまでの我が国の動

きに関する文献，映像，統計・

グラフ，見学・調査などの様々

な資料を収集し，適切に選択し

て活用するとともに，追究し考

察した過程や結果をまとめた

り，説明したりしている。 

 第二次世界大戦後，国際社会

に復帰するまでの我が国の民

主化と再建の過程や国際社会

への参加を，世界の動きと関連

させて理解し，その知識を身に

付けている。 

学
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活
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お

け
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具

体
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評

価

規

準 

① 急速な経済発展をとげた

ことについて，自分の思いを

書いている。 
【第１時 ノートの記述】 

① 国際社会の一員としての自

覚に立ち，２つ以上の視点か

ら自分の思いを書いている。 
【第４時 ノートの記述】 

① 日本の国際社会復帰以降

の世界の動きについて資料

から読み取っている。 
【第２時 授業中の発言】 

① 期待されている日本の約割

について，２つ以上の視点を

つなげて説明している。 
【第３時 ノートの記述】 

 


